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《博士論文要旨および審査報告》
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　論文要旨　　　　　　　　　鵜高
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中島信行は'一八九〇　(明治二三)年一一月二五日に開
催された第一回帝国議会の初代衆議院議長として'日本近代の憲政史上にその名が刻まれている｡彼の経歴をたどると'横浜税関長･神奈川県令･元老院議官等'草創期の明治政府を支える重要なポストを歴任している｡政府内にあっては開明派県令､民権派議官として政治改革に積極的な意欲を見せ､元老院議官依願免 後は自由党副総理･立憲政党総理として自由民権運動に挺身した｡
しかしその栄誉ある経歴にもかかわらず､彼の思想や行
動については不明なところが多-､評価も総じて低いように思われる｡従って本論の目的は､日本の近代国家形成期において'彼がどのように関わり､どのような役割を果た
したのかを解明することにあるが'併せて､伴侶である岸田俊子とともに目指した将来の社会についても考えてみた
一ヽ　〇. >
中島の行動の指針となったものは'海援隊時代に親灸し
た坂本龍馬の公議世論による立憲制国家の樹立と'貿易立国による国権の堅守･繁栄であった｡彼は坂本の遺志を引き継ぎ､積極的に政府改革に取り組んでいる｡横浜税関長時代は､不平等条約に守られた諸外国の横暴に対し､対等な外交関係の実現を求めて貿易諸規則の制定を自国の権限とするよう建言し ｡薩長藩閥政権に対しては､義兄である陸奥宗光と共同して､地方分 と人材登用の建白を行っている｡また神奈川県令時代は'立憲制実現 ステップとして､他県に先駆けて民主的な町村会 (仮)　規則を定め'代議人会議を開いて県民の民権意識向上 尽力 ｡ かし｢将来興隆の目的｣　の為に'現政府 堅持する覚悟で
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あった中島も､政府内にあっては急進派過激派と目されて意見が受け入れられず､坂本龍馬の　｢心事｣を共有する木戸孝允が逝き､陸奥が国事犯として逮捕された後は､官界から去ることを決意する｡初志を諦めたのではな-､初志を貫くための辞官であった｡
自由民権運動に合流した彼は'党派を越えた民権勢力の
結集によって世論を高め､その力で に民権自由'立憲政体樹立の要求を実現させることを図った｡しか 彼のこの考えは｢着実論｣｢ 際論｣｢中庸正義｣として､行動を重んじ党派色を鮮明にする急進的活動家たちには理解を得ることができなかった｡中島は民権運 のなか ､｢清廉孤高の風が余りあって､群雄駕御 才 なか 評されるように､強力なリーダーシップや種々な対立抗争を巧みに裁く政治手腕は発揮できなかった｡中島の人間性についてまわ 　｢公明平静｣　｢温柔冷淡｣､｢ 庸公正｣といった徳目は､｢勇気｣｢果断｣　｢実行｣とい 　｢行動｣を不可欠とする政治家の世界では､寧ろマイナスに働いたかもしれない｡しかし他方で'彼を 首と仰ぎ新党を結成しようとする動きが､地元神奈川をはじめ京都･広島･福島･群馬･青森であったこと も注目しなければ らなこれらの動きは､彼の指導性や主義･人格に期待してのことである｡中島自身は'自らが新党の党首となって他党の間隙確執を生じさせるよりも'既存政党間の連合 達成
させる仲介者としての役目を選んでいる｡中島の党内での役割を考えるならば､時務的な出来事に振り回されて運動の根本を見失わ いよう､常に長期的展望を掲げ示すいわば党の　｢正理｣ともいうべき存在であっただろう｡基本と調和を重んじるこの地味な役割が､運動史においては高い評価を得られなかった要素であったと思われる｡
中島の政治的同志として､また人生の伴侶として彼と共
に歩んだ岸田俊子は､自由民権運動の最高揚期に'｢男性的論客･革命的健児｣と詣われた女性民権家である｡二人の結婚は､相手の思想･人格を認め 対等のものであったが､結婚後の彼女 女性解放論は'｢女学思想｣　に後退し常識的な｢社会改良論｣　になったといわれ ｡俊子は社会的に受けいれられ易い　｢内助の功｣　や｢女性の役割｣　の言葉を借りな ら､こ までの　｢家埠的妻｣　の役割を否定Lt｢交際官的妻｣　の役割を主張して自らそれを実践した｡女
性の法的社会的権利が認められていない現実の社会では､迂遠であっても前進の7歩であると考えたからである｡は'中島と俊子は将来の日本をどのように展望していたであろうか｡
俊子は晩年'病床日記にドイツの婦人たちが未婚既婚を
問わず高齢者に至るまで熱心に学校で学んでい ことを挙げ､終生学齢であるという一念 忘れず､さらに進歩することを目指してほしいと記している｡中島は文明国家 目
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標を､力による繁栄ではな-､人が皆自立し徳義ある社会を建設することにおき､そのためには一人一人が日常的に学び成長する努力を継続することが必要であると説いた｡二人の展望する文明の頂点には､民権を保障されて高度の自発性と主体性 持つ 至った国民と､彼らによっ 支えられる近代国家､経済力を高め倫理と調和によって繁栄した市民社会が想定されていたのではないだろうか｡
Ⅱ　審査報告
審査委員
(主査)　専修大学文学部教授　新井　勝紘
専修大学文学部教授　青木美智男宮内庁書陵部主任研究官　福井　　淳
一､問題関心と本研究の先進性について
一八八〇年代に全国各地を巻き込んで展開した自由民権
運動の研究は'戦前にも先駆的に取り組まれてはきたが､本格的な研 の着手は戦後になる｡なかでも一九八〇年代に行われた｢自由民権一〇〇年｣を記念するさ ざまな集会は全国規模とな-､多-の研究者や市民の参加を得 '研究と顕彰の両面で大きな成果をあげた｡埋もれていた史料の発掘が各地で相つぎ､自由民権運動研究は一層深化Ltこの運動が現代 おいて歴史的意義がある いうことで､再評価につながった｡
自由民権運動研究の従来の取り組みは､運動論や事件論
などを中心にしてきた傾向があるが､最近は'運動 現地で実際に担ってきた人物に光をあて､その人物の思想や行動に焦点をあてた研究成果 い-つも生まれてきた｡特にここ数十年の間には多くの成果 出され きている｡植木
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枝盛'片岡健吉､馬場辰猪､中江兆民､小野梓､田中正造など､理論的指導者とも言われる人々の生涯を資料的に跡付け がら人物論を展開し'それぞれを自由 権指導者という位置づけが行われ､また'運動の中での役割についても明らかにされてきた｡
鵜高氏の問題関心も'この大きな流れの中で醸成されて
きたものである｡
鵜高氏が本論で取-上げた中島信行については､前述し
た視点からの本格的な研究がこれまでないといっていいだろう｡中島について従来は､土佐の同僚でもある板垣退助が結成した日本で最初の政党｢自由党｣　の副総理という立場と'第一回帝国議会の 代衆議院議長という姿がまず浮かび'全国組織でもある自由党の屋台骨を支え 一人であり､日本近代憲政史上にその名が刻まれている人物のイメージで語られる場合が多かっ ｡
しかし､それらの栄誉ある経歴にもかかわらず中島の思
想と行動については､まだ誰もその足跡 全貌を明らかにしたこ はなく'自由民権運動史のなかでも存在感が薄い中島の書き残した直接の史料 少ない'残存する資料にしても分散しており､土佐出身の主だった民権家に比して核たる歴史資料がないなど､これまで研究が進んでこなかった理由は種々あるだろうが､そうした状況にあることを理解した上で､まだ誰も未踏の　｢中島信行論｣　 えて取り
組んだのが､この鵜高論文である｡それゆえ､本論文は自由民権運動史および自由民権家研究史の面で果敢な挑戦ということができ'先進性は充分にある｡中島の全貌を明らかにしながら'近代国家形成期における中島 歴史的役割を位置づけることが出来れば､民権運動史に新しい一頁が付け加わることになる｡位置づけ 成功は'この運動体にとって､彼のようなタイプの人間の全国的な規模 の再評価､再発掘につながるであろう｡二､論文構成の説得性と研究目的の到達点について
本論文は次の二編二幸で構成されている｡
第1編　草葬から中央官僚へ
第一章　草葬期の活動第二章　維新 創第三章　内憂外患のなかで第四章　開明派県令第五章　政府内改革の試み第六章　民権派議官
第二編　岸田俊子とともに
第一章　女性民権家　岸田俊子第二章　女性解放の自己表現第三章　新たな戦い第四章　民権運動の退潮と政治的課題
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終　章　総括にかえてこのように'本論文は二編構成となっており､土佐の草
葬時代から明治維新を経て〝官の立場″にいた時代を第一編とLt　元老院議官を辞して自由民権運動に参加してい-〞民の時代〃を第二編としている｡第一編では'幕末維新期に土佐藩の郷士　(下級士族)
だったその出自が､中島にとってどんな意味を持っていたのかを､詳細に論じている｡土佐藩脱藩から'高杉晋作や長州への接近､さらに動乱期の数々の戦いに参加し'ついに同じく脱藩していた坂本龍馬と海援隊などで行動をともにする｡こ 過程を史料的 丹念に跡付け'この時期の中島の行動の原点を明らかにした点は高く評価できる｡
また､維新草創期に外国官権判事､兵庫県判事'大蔵省
通商正､紙幣権頭､租税権頭､横浜での初代税関長､神奈川県令をはじめ､行政官として多-の仕事に携わった中島の足跡と実績を克明に追求し､それぞれの場 経験が島にとってどういう意味があるかを論じ､次第に維新政府内部での発言も大きくなっていく過程 描き出している｡この間に経験した上海と欧米視察も､中島 考える場合の大きな要素となっているこ 指摘している｡こう た過程のなかで中島の出 ｢国是綱目｣　や｢貿易章呈遵守建議｣､あるいは公選民会の奨励など 分析も従来の研究のレベルを超える研究 いえ､この時期の中島の思想 行
動をこれだけ詳細に追及し分析した最初の仕事といえる｡
次に､転身した元老院議官時代であるが､国憲取調委員
として参加した元老院の憲法草案｢国憲案｣は､中島が｢中軸｣　になって作成されたという結論を導き出し'これも新しい知見といえる｡さらに西南戦争時に政府の立場にたった中島の土佐募兵の斡旋を明らかにし､同時に義兄の陸奥宗光との複雑な関係を鮮やかに分析している｡元老院での最後の仕事となった酒造税別案 ついても､『元老院会議筆記』　などを使って廃案説をだ 中島の主張を詳細に追い､修正案否決を契機に中島が元老院議官辞任 道を選ぶ過程を見事に描いて る｡
第二編では､のちに中島の妻となる女性民権家と て著
名な岸田俊子論 一方 主軸に据え がら､明治前期の段階で目覚めた女性たちの ｢明｣　の側面 ､抑圧された女性たちの　｢暗｣　の側面の両面性を明らかにして る｡特に岸田俊子の自由民権思想と行動 位置づけは'彼女の生い立ち､宮廷女官の経験､結婚 離婚､岸田社 存在'景山英子との関係など かかわりなどを一つ一つ押さえながら論をすすめ､女性民権家誕生へ 道筋 お-説得力がある0
また'中島との結婚と夫婦像についても'『湘煙日記』
や　『女学雑誌』　に依拠しながら論じ' の投げかけた女性論･内助と女性の役割･社会批評･随想･小説など 分
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析し､理論や理想だけの女性解放論の限界を知った俊子の新しい側面に光をあてている｡
もう一方の主軸の中島については､再び民　(在野)　に
戻った中島に焦点をあて､タイトルにあるように　｢自由民権家｣としての実像を措いている｡そこでは民権運動のニューリーダーという位置づけをLt　またネットワークをつ-りつつあった神奈川県の民権運動や豪農民権家たちとの接触や交流にも眼を注いだ｡さらに各地で行われた演説会や演説内容に踏み込んだ分 は'中島の民権思想をつかむ上で貴重な成果をあげている｡
民権家としては､日本で最初の政党｢自由党｣　のナン
バー2ともいえる副総理'さらに大阪の立憲政党総理とう全国組織での重職に るが､そこでの の活動実態についても'岸田俊子と 関連なども押さえながら､可能な限り明らかにしようと努力してい ｡二人のキリスー敦への帰依についても少ない資料ながら､同士と伴侶と 視点を出している｡
二編の後半では'民権運動退潮期の中島の動きを始めて
整理し'神奈川県での民権勢力の再結集と､義兄･陸奥宗光との接触から次の行動の指針をつかむ二つの課題 あったことを新し-捷起した｡この時期の民権家たち 動静とその歴史的評価は単純にはいかな が'本論文では実現には至らなかった良民党結成計画に注目し､その中に中島を
位置づけようと新しい試みがなされている｡
以上のように鵜高氏の論文は､中島信行が日本の近代国
家形成期においてどのように関わり､どのような役割を果たしたかを解明しようという目的のもと､人物論としては誰も手をつけてこなかった中島とそ 妻俊子に焦点をあてて論じたものである｡
結論として導き出されたものは'先鋭的な民権論の展開
ではな-'強烈なリーダーツプを発揮した人物ではないが'時代の流れを常に沈着冷静に判断し､長期的な展望を示しながら運動組織の　｢正理｣を失わずに行動してきた中島のような存在が､実は自由民権運動の総体の中で んなに重要な役割を果たしたか 証したといえる｡立憲政体 実現､国家の独立の確保'政権および財政基盤 確立など､近代国家形成には欠かすことのでき い基幹的な目標 生涯にわたって見失 ことな-行動した自由民権家として中島の再評価は､自由民権運動史研究にとって重要な指摘となるだろう｡こうした新しい民権家像は'今後の民権研究の一つの方向性を示したともいえよう｡三､史料･文献収集 広さと実証性 つ て
｢中島信行文書｣というようなまとまった資料群や､本
人の論述が少ない人物についての論及は､研究者にとってはもっともやりづら 面がある は自明であったが､鵜高
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氏はそこをあえて挑戦した｡当然ながら資料探索は困難を極めたが､各地に残る資料を求め確認し､地道にこつこつと関連資料をあたって収集したことが引用文献や参考資料から読み取れる｡鵜高氏が確認した参考史料は一九六点にものぼり､参考文献と論文数も一四〇点に達していることから､多くの時間と努力が必要であったことが推測され､中島に関する資料についての把握は､かなり高いレベルに達したものといえる｡特に　『太政官日誌』･『公文録』･『大日本外交文書』･『日本外交 書』　などの基礎資料 ､大久保利道､木戸孝允'伊藤博文'陸奥宗光､佐々木高行､尾崎三良､大隈重信'井上馨､植木枝盛､中江兆民 福沢諭吉'馬場辰猪､片岡健吉'後藤象二郎 林有道などの日記や全集などを渉猟して､中島をあぶりだした努力は'評価に値する｡さらに県史､市史､横浜税関沿革､各種新聞史料などにも目配りして 少ない資料を補う努力を重ねたことが読み取れ ｡
妻の岸田俊子についても同様で､幅広い文献蒐集と実証
を重ねている｡四､研究の展望
鵜高論文の終章｢総括にかえて｣　で'鵜高氏は次のよう
な四つの課題が本論文にあ ことを認めている｡一つは'論文で対象とした帝国議会開設時までの第一期のあとの時
期の思想と行動を把握すること｡二つめは､まだ全容が解明できていない事項についての引き続いての史料発掘､三つ目は'中島と俊子が展望していた　｢市民社会｣というものの実態の把握､四つ目は党派性の薄い中島のような人物を一つ カテゴリー化してみた場合､そ 後にやって-る反動化をなぜとめられなかったか､その弱きの考察があがっている｡鵜高氏自身 自覚にあるように課題は残されている｡さらにこれに加えて人物論 しては 同時代 生きた人物との比較が必要だろう｡なかでも自由 の総理であった板垣退助を表の顔と見た場合に'副総理格の中島はどのように見えてくるかをもう少し明確に描い 必要があるだろう｡中村真一郎が　『頼山陽とその時代』　で述べているように､人の生涯 いうも を｢無数 可能性の中途半端な実現の束｣として見た時 見えて-る｢実現 かけた可能性｣を､中島に即して確認することが求 る｡それはまた中島の生き様を通 時代を描- つながってくるだろう｡さらに国民国家論からみた自由民権運動の見直しが進行している現在の研究状況に､本論文がどのような風穴を開けること できたのかも総括して ることが求められている｡口頭試問 はこ 点 問 ただしたが'鵜高氏自身も理解しておられ､研究の継続と深化を目指すこ を表明しているので､さらな 研究 成果を期待したい｡
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最後に一般の院生と異なり､けしてパーフェクトな研究
環境と条件とはいえない中で､家庭人としての立場を堅持しながら､長年研究に取り組んできた鵜高氏の姿勢と努力を多とするこ を付記しておきたい｡五､口頭試問･筆答試問につい
新井･福井･青木の三委員 よって行った｡鵜高氏は三
委員から順次出された総括的な質問と個別的質問に対し､一間ずつ誠実かつ適格に答えられ'両試問に十分に対応されたと三委員とも判断した｡
ちなみに公開で行った口頭試問には､専修大学大学院文
学研究科の教員及び院生をはじめ､専修大学文学部人文学科歴史学専攻 学部生も含めて八名ほどの傍聴者があった｡
Ⅱ　学位授与要記一､氏名･本籍　鵜高清子　(東京都)二㌧　学位の種類三､学位記番号四､学位授与の条件五､学位授与年月日六'学位論文題目
博士　(歴史学)博歴甲第五号学位規則第四条第一項該当平成十八年三月二十二日自由民権家　中島信行論　-　立憲政体樹立への苦闘と市民社会への仰望　-
七､審　査　委
主査副査副査
負専修大学文学部教授　新井　勝紘専修大学文学部教授　青木美智男宮内庁書陵部主任研究官　福井　 淳
